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（法第 28 条第 1 項関係「前事業年度の事業報告書」） 

 
 

2025 年度の事業報告書 
 

2025 年 4 月 1 日から 2026 年 3 月 31 日まで 
 

 
特定非営利活動法人かえる舎 

 
１ 事業の成果 

以下の事業を実施した。 

・山梨県富士吉田市内高校と富士吉田市と連携協定に基づき、法人の目的を果たすべく産官学の連携によ

る事業を実施し、市内高校生の郷土愛醸成を実現できた。また、各学校間のネットワーク構築にも尽力した。

市内４高校での地域を題材にした探究学習を受けた生徒数は 754 名にのぼる。 

・富士吉田市において高校生は 74 名が地域活動を実施した。小学生を対象にした職業体験イベントや、名産

品の PR などに取り組んだ。 

・富士吉田市のふるさと納税の返礼品事業者 10 社の魅力を、富士北稜高校総合ビジネス系列生徒達によっ

て発信する取り組みを行った。 

・中学校での地域キャリア教育も実施し、若い世代から地域の魅力を感じてもらうことができた。また、中学生

5 名の有志地域活動も実施した。 

・市内小学校においてもふるさと学習を実施し、富士吉田の機織り産業をテーマに３年生に授業を実施した。 

・新聞、テレビなどのメディアに 40 回取り上げられ、次世代の活動を広く知ってもらうことができた。また、富士

吉田市のコミュニティエフエムである「エフエムふじごこ」にて高校生達の活動周知のラジオ番組が始まった。 

・富士吉田市高校生活動拠点「センゲンボウ」の指定管理を受け、高校生たちが安心して地域活動を推進で

きる環境整備を行なった。 

・富士吉田市において実施した報告イベントでは合計 300 名以上が集まった。また、生徒たちの活動報告展

示も主要ターミナル駅ビルにて 2週間実施した。 

・栃木県鹿沼市においても、高校生の地域活動機会の創出、大学生の地域への定着を促す事業を実現でき

た。 

 

２ 事業の実施に関する事項 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象 

者の範囲 

(E)人数 

事業費の金額

（単位：千

円） 

①子ども、若

者の居場所づ

くり事業 

 

高校生活動拠点「セン

ゲンボウ」指定管理事

業 

 

地域の若者たちの活動

拠点の管理運営を受

け、管理運営を行った。

生徒たちが安心安全に

地域への興味関心を持

ち、活動できるよう施

設管理に努めた。また

(A) 25 年 4 月 1 日から

26 年 3 月 31 日まで 
 

(B)センゲンボウ 

⼭梨県富⼠吉⽥市上吉
⽥４丁⽬１−２２ 
 

(C)3 名 

(D)富士吉田

市内高校

生 

(E)延べ 1309

名 

4,180 千円 
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市民への説明や、活用

促進につながる広報物

の制作なども実施し

た。 

 

②地域活動へ

の参画推進事

業 

実施しなかった。 (A)0 
(B)0 

(C)0 

(D)0 

(E)0 

0 

③子供、若者

の学習支援事

業 

実施しなかった。 (A) 0 
(B)０ 

(C)０ 

(D)０ 

(E)０ 

0 

④キャリア教

育事業 

実施しなかった。 (A) 0 
(B) 0 

(C)0 

(D)0 

(E)0 

0 

⑤まちづくり

に関する事業 

富士吉田市織物協働組

合 織物を若者が感じ

る feel プロジェクト 

 

富士吉田織物協同組合

と共に、地場産業を若

者に伝える取り組みを

実施した。市内中学校

の椅子を市内生地で張

り替えることで地場産

業に触れる機会を創出

した。 

A)25 年 4 月 1 日から 26

年 3月 31 日まで 

 

(B)富士吉田市織物協同

組合、富士吉田市立

下吉田中学校 

 

(C)3 名 

(D)富士吉田

市立下吉

田中学校 

(E)年間 500

名程想定 

919 千円 

⑥若者の起業

支援事業 

実施しなかった。 (A) 0 
(B) 0 

(C)0 

(D)0 

(E)0 

0 

⑦地域課題の

解決に関する

事業 

実施しなかった。 

 

(A) 0 
 (B)0 

(C)0 

(D)0 

(E)0 

 

0 

⑧地域での若

年層の人口増

に係るコーデ

ィネート事業 

 

富士吉田市郷土愛醸成

を核とした若者チャレ

ンジプロジェクト 

 

① 郷土愛醸成を目的

とした授業実施 

 

高校生が地域と向き合

い郷土愛を醸成するた

めに、地域をテーマに

した授業を市内４校と

連携して行った。授業

時間数は延べ 150 時間

を超え、多くの生徒に

地域を考えてもらう機

会を創出した。また、

中学生に対しても地域

(A) 25 年 4 月 1 日から

26年 3月 31日まで 
 

(B) 富士吉田市内各事業

所、市内公共施設、

高校、イベント会場

等 

 

(C)5 名 

(D)富士吉田

市内高校

生、中学

生、出身大

学生 

(E) 

① 

・富士吉田市

内高校生 754

名 

・市内４中学

校３年生 

・市内７小学

校３年生 

 

② 

・富士吉田市

19,726 千円 
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キャリアを知ってもら

う授業を実施した。 

地元への知識、関心を

深め、地域への参画の

意識を高めた。 

 

② 郷土愛醸成を目的

とした課外活動実

施 

 

課外活動として 74 名

の高校生が地域実践に

取り組んだ。名産品を

紹介するリーフレット

制作や、富士吉田市ふ

るさと納税寄付者交流

イベントでのワークシ

ョップ企画実施などを

実施した。また、小学

生に向けた職業体験イ

ベントも実施し、地域

の魅力発信につながっ

た。また 5 名の中学生

も課外活動を実施し、

若年層から地域に関わ

る人材へとつながって

いる。さらに、富士吉

田市出身の大学生を対

象に地域の仕事の魅力

を発信する取り組みを

実施した。市内出身大

学生 16 名が市内事業

者４社へ取材活動を実

施し、地域での働き方

や暮らし方をまとめて

インスタグラム上で発

信した。地域への U タ

ーンの気概を醸成する

ことにつながった 

 

③ 活動報告機会の創

出 

 

2026 年 2 月 23 日には

活動報告イベントを行

った。またかえる舎 10

周年を記念した事業も

併せて実施した。高校

生の活動発表や、これ

までの活動をふりかえ

る展示、10周年記念映

像上映などを行い、300

名の来場があった。 

 

 

有志地域活動

希望高校生 

74 名 

・富士吉田市

有志中学生 5

名 

・富士吉田市

出身大学生

16 名 

 

④  

・発表者＆イ

ベント参加者

合計 300 名程 
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⑧地域での若

年層の人口増

に係るコーデ

ィネート事業 

栃木県 高校生定着モ

デル事業 

 

栃木県鹿沼市において

高校生が地域を知り、

地域に関する取り組み

を行うことで、地域へ

の愛着を育てる事業を

実施した。市内高校生

たちと一緒に地域の魅

力発信につながるイベ

ント「やんぐ祭」を開

催した。 

 

(A) 25 年 4 月 1 日から

26 年 3 月 31 日まで 
 

(B)鹿沼市、市民交流施

設ふらっと、文化活

動交流館 

 

(C)2 名 

(D)鹿沼市在

住、在学高

校生 

(E)生徒 18 人 

399 千円 

⑨まちづくり

や教育に関す

る企画提案、

コンサルティ

ング事業 

活動を伝えるための取

組 

 

富士吉田市のまちづく

りのこれまでについて

の講演やフィールドワ

ークを行った。また同

期間に開催されていた

市内アートイベントと

連携も行った。 

 

(A)25年 12月 12日から

25 年 12 月 13 日まで 

(B)富士吉田市内視察対

応 

(C)3 名 

(D)横浜市ア

ーツコミ

ッション、

横浜市役

所、リビタ 

(E)20 人 

270 千円 

⑨まちづくり

や教育に関す

る企画提案、

コンサルティ

ング事業 

活動を伝えるための取

組 

 

かえる舎に関する取組

の講演や、視察対応を

行なった。富士吉田市

内取り組みについて大

学や、他地域の高校、

教育委員会、社会教育

団体などで意義を訴求

した。また、活動をま

とめた記事の執筆や、

ワークシート作成の補

助業務も行った。 

 

(A)25年4月1日から26
年 3 月 31 日まで 

(B)各講演会場、富士吉

田市内視察対応 

(C)2 名 

(D)講演会参

加学生、ま

たは講演

会参加者 

(E)都留文科

大学 30 人

程、山梨県

立大学 50

人、島根県

社会教育

団体 100

名、檜山地

域地域団

体 100 名、

上ノ国高

校 33 名、

下吉田第

一小２年

16 名、吉

田高校教

員 20 名、

鹿沼市高

校生活動

グループ

18 名 

647 千円 

⑩その他目的

を達成するた

めに必要な事

業 

実施しなかった。 (A) 0 
(B) 0 

(C)0 

(D)0 

(E)0 

0 
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特定非営利活動法人かえる舎

理事長　斎藤　和真



（単位：円）

科　　　　　　　目 金　　　　　　　　　　　額

Ⅰ  経常収益

   1. 受取会費

36,000 36,000      正会員受取会費

   2. 受取助成金等

600,000 600,000      受取民間助成金

   3. 事業収益

25,853,019 25,853,019      売上高

   4. その他収益

23,490      受取利息

788,736 812,226      雑収益

27,301,245    経常収益計

Ⅱ  経常費用

   1. 事業費

    (1) 人件費

13,494,300        給料手当

1,825,884        法定福利費

77,472        福利厚生費

15,397,656        人件費計

    (2) その他経費

4,896,212        業務委託費

48,915        諸謝金

594,748        印刷製本費

54,769        会議費

522,467        旅費交通費

541,220        車両費

734,603        通信運搬費

1,790,355        消耗品費

70,200        修繕費

346,654        水道光熱費

144,900        賃借料

63,500        保険料

41,000        租税公課

24,818        研修費

561,208        接待交際費

45,671        雑費

10,481,240        その他経費計

25,878,896      事業費計

   2. 管理費

    (1) その他経費

120,000        地代家賃

8,000        諸会費

40,000        管理諸費

12,000        雑費

180,000        その他経費計

180,000      管理費計

26,058,896    経常費用計

1,242,349      当期経常増減額

Ⅲ  経常外収益

0    経常外収益計

1

活動計算書

特定非営利活動法人かえる舎

令和  7年  4月  1日 から令和  8年  3月 31日 まで



科　　　　　　　目 金　　　　　　　　　　　額

Ⅳ  経常外費用

0    経常外費用計

1,242,349      税引前当期正味財産増減額

274,006      法人税、住民税及び事業税

968,343      当期正味財産増減額

9,207,716      前期繰越正味財産額

10,176,059      次期繰越正味財産額

2



様式例・記載例（法第28条第１項「前事業年度の計算書類（計算書類の注記）」）

計算書類の注記

1．使途等が制約された寄附金等の内訳

使途等が制約された寄附金等の内訳（正味財産の増減及び残高の状況）は以下の通りです。

（単位：円）

期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高

0 600,000 600,000 0

合計 0 600,000 600,000 0

2．借入金の増減内訳

（単位：円）

科目 期首残高 当期借入 当期返済 期末残高

短期借入金 0 0 0 0

合計 0 0 0 0

3．役員及びその近親者との取引の内容

役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

（単位：円）
計算書類に計 内役員及び近

上された金額 親者との取引

（活動計算書）

事業費給料手当 13,494,300 7,320,000

活動計算書計 13,494,300 7,320,000

内容 備考

かえる舎10周年記念事業を実施し、

関係者、地域住民に対して活動成果報

告を果たすための助成を受けた。

科目

富士吉田市外二ヶ村恩

賜県有財産保護組合

地域団体事業補助金



（単位：円）

科　　　　　　　目 金　　　　　　　　　　　額

Ⅰ  資産の部

   1. 流動資産

9,105,169      現金預金

4,957,616      未収金

14,062,785      流動資産合計

   2. 固定資産

    (1) 有形固定資産

0        有形固定資産計

    (2) 無形固定資産

0        無形固定資産計

    (3) 投資その他の資産

10,000        出資金

10,000        投資その他の資産計

10,000      固定資産合計

14,072,785    資産合計

Ⅱ  負債の部

   1. 流動負債

2,699,581      未払金

767,200      未払消費税等

270,400      未払法人税等

159,545      預り金

3,896,726      流動負債合計

   2. 固定負債

0      固定負債合計

3,896,726    負債合計

Ⅲ  正味財産の部

9,207,716      前期繰越正味財産

968,343      当期正味財産増減額

10,176,059    正味財産合計

14,072,785    負債及び正味財産合計

1

貸借対照表

特定非営利活動法人かえる舎

令和  8年  3月 31日 現在



特定非営利活動法人かえる舎
（単位：円）

Ⅰ  資産の部

   1. 流動資産

      現金預金

　　　　手元現金 40,540

　　　　普通預金　 都留信用組合本店1138918 7,297,128

都留信用組合本店1149454 1,767,501

      未収金 富士吉田市他 4,957,616

      貯蔵品 0

      流動資産合計 14,062,785

   2. 固定資産

    (1) 有形固定資産

        有形固定資産計 0

    (2) 無形固定資産

        無形固定資産計 0

    (3) 投資その他の資産

        出資金 都留信用組合 10,000

        投資その他の資産計 10,000

      固定資産合計 10,000

    資産合計 14,072,785

Ⅱ  負債の部

   1. 流動負債

      未払金 2,699,581

      未払消費税等 767,200

　　　未払法人税等 270,400

      預り金 源泉所得税 159,545

      流動負債合計 3,896,726

   2. 固定負債

      固定負債合計 0

    負債合計 3,896,726

    正味財産 10,176,059

財　産　目　録

令和 8年  3月 31日 現在

科　　　　目 金　　　　額




